
府中東高校　2025年度　音楽Ⅱ　年間授業計画

教科：（芸術）科目：（音楽Ⅱ） 　対象：（第２学年）

教科担当者：1組・２組・３組・４組・５組・６組・7組・８組　引地　志穂里

使用教科書：MOUSA　２（教育芸術社）

使用教材：教科書、CD音源、ICT機器等

教科の目標：音楽の様々な活動を通して自分の可能性を広げる。

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
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・ハンドベルで聖歌『もろびとこぞり
て』、グローリアを歌唱する。
・合奏を通して相手と息を合わせ一つの作
品を演奏することの楽しさを知る。
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音楽から感じ取ったものを言葉や歌などで表現する技能を身に着ける。

作品から作者の意図を汲み取り深く味わう。

音楽に親しみ心豊かな生活や社会を創造する態度を養う。

学習内容 題材の具体的な指導目標と評価規準
評価方法表現 鑑

賞

・歌唱、器楽、創
作、鑑賞を通して音
楽への理解を深め
る。
・表現したいものを
形にするために必要
な技能を身につけ
る。

【知識・技能】

予定時数

【思考・判断・表現】

・自分なりに曲を読み解き、美しさや素晴
らしさを感じながら聴くことができるよう
にする。
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鑑賞
『チャイ
コフス
キー　四
季』

・曲を鑑賞し、感じたことを絵で表現す
る。
・音楽と美術を交えることで表現力が豊か
になるようにする。
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・ギター
・楽譜の
書き方

・基本的なコードの確認
・弦楽器に親しむとともに、他の楽器との
掛け合わせで合奏することの楽しさを味わ
う。　　・楽譜の書き方を学び、楽譜を身
近なものにする
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・ハンド
ベル
・聖歌

音楽の基
礎を学ぶ
(拍子・
調・音の
長さ)
・リズム

・学んだ基礎をもとにリズムを4/4の8小節
でグループごとに創作する。
・さらにできそうな場合は音をつけてメロ
ディーの創作に挑戦する。

・オリエ
ンテー
ション
歌唱『誰
かがちい
さなベル
をおす』

・授業アンケートに回答する。
・歌唱する前に歌詞と曲の特徴を捉え、相
関性を見出すことによって曲の理解度を深
め、表情豊かに歌唱できるようにする。

【主体的に学習取り組む態度】

・音楽の幅広い活動に取り組み、音楽的な感性を育むとともに、音楽によっ
て生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。
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歌唱
『明日の
木』

・他のパートとのハモリや掛け合わせを深
く味わいながらバランスなどを考え、アカ
ペラで歌う。
・歌詞や曲調に注目し作者の意図を考え
る。

鑑賞『ラ
ヴェル
ピアノコ
ンチェル
ト』

・題名などの基本情報なしで鑑賞し、曲か
ら感じ取れるものを言葉で表現する。
・スコアやオーケストラの基礎知識を学
ぶ。
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独唱、イ
タリア歌
曲
『野ば
ら』
『サンタ
ルチア』

・ドイツ語やイタリア語の発声の仕方を学
び、日本語の歌にはない違った美しさを味
わう。

二
学
期



合計 70

日本伝統
『歌舞
伎』と
『長唄』

・日本の伝統である歌舞伎と長唄を学び、
現代のダンスや歌との違いや共通点を探
す。　　　　・普段触れることが少ない伝
統音楽に触れることによって表現の幅を広
げる。
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・日本の代表楽器である琴を弾くことに
よって楽器の歴史を体験する。
・弦の抑え方一つで音色が変わる楽しさを
味わう。　　　　・季節に合った曲を歌唱
し、耳と声で季節を感じ、思いを声に乗せ
られるようにする。
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琴・合唱
『桜ノ
雨』


